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Abstract : The purpose of this study was to clarify the process by which a nurse established relationships
with a school-aged child with pervasive developmental disorder（PDD）and her mother through home
visitations.
A 10-year-old girl with PDD who was enrolled in an ordinary class at elementary school and her mother,
who was in her early thirties, received 24 home visits over a 33-month period. With the consent of the child
and her mother, the nurse engaged in activities with the child for about 50 minutes during visits and their
interactions were recorded on video. Before or after the activities, and on the telephone, the mother and
nurse discussed the activities and the mother’s concerns. The details of the nurse’s communication with the
child and her mother were written in field notes.
Through analysis of the field notes and descriptions of the video recordings, the following process by
which the nurse established a relationship with the school-aged child with PDD was clarified. The
relationship started from“a period during which the nurse and child with PDD got to know each other and
the nurse found the strengths of the child”, changed to“a period during which the nurse supported the
weaknesses of the child with PDD and identified more strengths in the environment by watching her display
her strengths while participating in activities she liked or was interested in”, and finally arrived at“a period
during which the nurse permitted the growth of the child with PDD by increasing what she could do using
her strengths”.
Furthermore, the following process by which the nurse established a relationship with the child’s mother
was clarified. The relationship started from“a period during which they faced their roles as a supporter of
the child and the mother of the child”, changed to“a period during which both cooperated as partners to
support the child”, and finally arrived at“a period during which the nurse reinforced the mother’s feelings of
security and confidence by explaining the child’s strengths and the mother’s strengths”.
Key Words : children with pervasive developmental disorders, mothers, strength, constructing relationship,
visiting nursing, nursing care, case study
抄録：本研究の目的は，学齢期の PDD 児およびその母親と看護師との関係構築過程について，実際
に家庭を訪問して関わった経過から明らかにすることである。
対象は，10歳（小学 4年，普通学級）の女児 A と 30歳代前半の母親であった。A および母親と
関わった期間は 33カ月であり，その間に 24回の訪問を行った。訪問時には，約 50分間子どもと活
動をともにし，活動場面を子どもおよび母親の許可を得てビデオに録画した。母親とは，活動の前後
の時間や電話で，子どもの活動中の様子や母親の心配ごとなどについて話す機会をもった。そして，
４３
Ⅰ．は じ め に
平成 17年（2005）の発達障害者支援法の施行によ
り，乳幼児から成人期までの地域支援体制の整備や支
援手法の開発，情報提供・普及啓発，専門的人材の養
成等の施策が開始されたが，地域における支援体制は
整備の途上である。各県に創設された発達障害者支援
センターや療育機関での支援の対象は未就学児が中心
であり，学齢期の支援は特別支援教育を中心とした教
育領域が主である。子どもにとって学校で体験する
様々な出来事による心理的影響は生活全体におよび，
子どもの学校以外での体験による心理的影響が学校生
活に及ぶことから，生活全体を捉えた支援が重要であ
る。
広汎性発達障害（以下，PDD とする）は，社会性
の障害と，コミュニケーションの障害，想像力の障害
およびそれに基づく行動の障害の 3つの特徴を主徴と
している1）。他者への関心が乏しく友人関係を築くこ
とが難しいという社会性の障害や，会話のやりとりや
自分の気持ちの表現が苦手というコミュニケーション
障害，こだわりが強く柔軟な対応が難しいという想像
力の障害は，支援の基盤となる関係構築に影響するも
のであり，援助者は PDD の特徴に配慮した関係構築
能力を有する必要があると考える。PDD 児との関係
構築に関しては，特別支援教育や療育の領域におい
て，PDD 児のコミュニケーション能力向上のための
支援が報告されているが2−4），PDD 児と援助者との関
係構築に焦点を当てたものは見当たらない。
学齢期の PDD 児には，家庭で長い時間を一緒に過
ごす母親の関わり方や心理的状況が大きく影響してい
ると考えられる。PDD 児をもつ母親については，子
どもの行動特性による育てにくさによって育児ストレ
スを感じており5−8），うつ傾向が強いこと7, 9）が報告さ
れている。また，学齢期の PDD 児をもつ母親は，子
どもの幼児期から体験する困難に加えて学齢期特有の
困難を体験していること，そして，学齢期の PDD 児
をもつ母親は，母親自身への心理的支援と PDD 児の
強みや成長を確認できるような強みに焦点を当てた子
どもへの支援を求めていることが報告されており10），
PDD と心理社会的支援に関する専門的知識を持つ看
護師による援助の有効性が示唆されている。
PDD 児をもつ母親への支援に関する先行研究には，
母親を共同治療者と捉えて子どもへの関わり方を支援
した報告11, 12）や，サポートグループによる心理的支援
の報告13, 14）があるが，母親を援助対象とした関わりや
支援の報告は見当たらない。
これらのことから，対象の生活を支援することや対
象とその家族をともにケアする視点をもつ看護師が，
生活の場である家庭に訪問し，学齢期の PDD 児とそ
の母親をともにケアすることは看護が担う役割として
重要であると考えた。
そこで，PDD 児とその母親を一組の対象と捉えた
看護を視野に入れ，相互に影響し合う学齢期の PDD
児とその母親と，看護師がどのように援助関係を構築
していけるのか，実際に家庭を訪問して PDD 児とそ
の母親に関わった経過から明らかにしたいと考えた。
Ⅱ．研 究 目 的
本研究の目的は，学齢期の PDD 児およびその母親
と看護師との関係構築過程について，実際に家庭を訪
問して関わった経過から明らかにすることである。
子どもとの活動場面での関わりおよび母親との関わりについてフィールドノートに記載した。
ビデオ場面の記述とフィールドノートを分析した結果，A と看護師との関係は，「互いに知り合い
ながら A のストレングスを発見した時期」から，「A の苦手な部分を補い，ストレングスが活かせる
環境で発揮されたさらなるストレングスを確認した時期」を経て，「ストレングスを活用してできる
ことを増やしていく A を支持した時期」に移行した過程として示された。母親と看護師の関係性は，
「A の支援者と A の母親として向き合った時期」から始まり，「A をともに支援するパートナーとし
て向き合った時期」を経て，「A と母親のストレングスを伝え，母親の安心感と自信を強化した時
期」へと移行していた。
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Ⅲ．研 究 方 法
1．研究デザイン
事例研究
2．対象
広汎性発達障害の診断を受け，学齢期にある子ども
とその母親で，家庭訪問をすることに協力が得られ，
研究への同意が得られた一組を対象とした。
発達障害をもつ子どもに教育的セラピーを実施して
いる団体の代表者に，研究の趣旨を文書と口頭で説明
し，同意を得た。そして団体が提供する教育的セラピ
ーを利用したり発達障害に関する研修に参加したりし
た母子に研究参加を呼び掛けてもらった。研究参加の
希望があった対象候補の母親に，研究に関する説明を
文書を用いて行い，書面で同意を確認した。その後，
子どもにもわかりやすい文章で示した研究に関する説
明を文書を用いて行い，同意を確認した。
3．データ収集期間
2009年 12月～2012年 8月
4．データ収集方法
看護師（研究者自身）が対象の家庭を訪問し，約 50
分間子どもと活動を共にし，活動場面を子どもおよび
母親の許可を得てビデオに録画した。活動の前後に母
親を加えて三人で話す時間を各 5分程度持ち，子ども
の近況や活動中の様子などを母親と共有した。また，
必要に応じて訪問前後に母親と看護師二人で話す時間
をもったり，電話をしたりして，活動中の子どもの様
子から看護師が感じたことや母親の心配ごとなどにつ
いて話した。そして，子どもとの活動場面での関わり
および母親との関わりについて，訪問終了後できるだ
け早い時点でフィールドノートに記載した。記載内容
は，訪問時の経過と全体の印象，特に印象に残ったこ
と，子どもとの活動における子どもの言動と看護師の
言動・気持ち・意図，母親との会話における母親の言
動と看護師の言動・気持ち・意図であった。
5．データ分析方法
1）研究課題の焦点化
録画したビデオから子どもと看護師との関わりの特
徴的な場面や関係性の変化を示していると考えられる
場面を抜き出して記述したものと，子どもおよび母親
とのかかわりを記載したフィールドノートを繰り返し
読み，子どもおよび母親との関係構築の特徴を表す概
念を検討した。そして，子どもとの関係構築過程にお
いては，子どもの「ストレングス」への働きかけを中
心に関係性が変化しており，母親との関係構築過程に
おいては，子どもを含めた 3者の関係性の変化として
現れていると考えられた。
2）分析手順
ビデオ場面の記述とフィールドノートを熟読し，
PDD 児との看護師の関係性の変化に注目していくつ
かの時期に分けた。そして，各時期の関わりの内容を
表す部分を抽出してコード化し，カテゴリー生成し
た。そして，各時期の関わりについて，ストレングス
に焦点を当てた関係構築という視点から捉え直した。
その後，母親との関係構築過程について，各時期の母
親と看護師との関わりの内容を抽出し，子どもを含め
た 3者の関係性から捉えた母親と看護師の関係性とい
う視点から検討した。
6．用語の定義
本研究ではストレングスを，「すべての人は目標や
才能や自信を有しており，またすべての環境には，資
源や人材や機会が内在していると見る15）」という考え
方に基づいて，「個人の希望・願望，個人の特質・才
能・技術における強み（能力・自信），個人の置かれ
た環境の強み」と定義した。また，関係構築について
は，「看護援助の基盤として治療的な関係が必要であ
り，その関係とは相互の学習体験である16）」という考
え方に基づいて，「看護実践の基盤となる対象者と看
護師との援助的関係を，対象者と看護師の相互作用に
よって発展させていくこと」と定義した。
7．倫理的配慮
対象の子どもと母親には，研究方法，研究結果の公
表（事例研究として公表することを含む），研究参加
への意思の尊重，プライバシー保護の遵守，本研究以
外にデータを用いないことを口頭と文書で説明した上
で研究参加の同意を得た。子どもには，発達障害児の
療育の専門家に助言を得て，わかりやすい表現にした
同意書を用いた。また研究開始時に所属していた大学
の倫理審査委員会において承認を得た。
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Ⅳ．結 果
1．事例紹介
A は，10歳（小学 4年）の女児であり，30歳代前
半の母親と父親，兄と 4人暮らしであった。A に言
葉の遅れと多動があることを母親が心配し，いくつも
の医療機関を受診した後，A が 2歳の時に PDD と診
断を受けた。2歳から 3年間，療育の専門家の訪問に
よる療育を受けた。幼稚園では A 担当の先生が 1名
ついてサポートを得ながら過ごした。小学校では普通
学級に通っている。親しい友達はおらず，休み時間も
一人で過ごすことが多いようだが，学校は「楽しい」
と話す。年に 2回，専門医を受診しており，服薬はし
ていない。A の母親は，主婦であったが訪問期間中
にパート勤務を始めた。夫や実家の両親から子育ての
協力と心理的サポートを得ており，母親友達との交流
や仕事によって気分転換をしている。
2．A と母親との関係構築の過程
A および母親と関わった期間は 33カ月であり，そ
の間に 24回の訪問を行った。
A と看護師との関係性の変化に着目すると関係構
築過程は 3つの時期に分けられた。各時期について，
まず A と看護師との関係性について，関わりの概要
と関わりの内容を表すカテゴリーの説明をし，次に
「ストレングスに焦点を当てた関係構築という視点か
ら捉えた関係性」を述べる（表 1参照）。そして，母
親と看護師との関係性について，関わりの概要と関わ
りの内容を表すカテゴリーの説明をし，次に「A を
含めた 3者の関係性から捉えた母親と看護師の関係
性」を述べる（表 2参照）。
表 1 A と看護師との関係構築過程
関わりの概要 関わりの内容を表すカテゴリー ストレングスに焦点を当てた関係構築という視点から捉えた関係性
第
１
期
A のペースで宿
題をすることを見
守り，会話の機会
が少なかった時期
【互いに関わり方を模索する】
【宿題の合間に短い会話をする】
【自分のやり方で宿題をする A を見守り，困難の表出を促す】
【A のストレングスを知り，A に伝える】
互いに知り合いながら A のスト
レングスを発見した時期
第
２
期
A の好きな活動
に変え，楽しい時
間を共有するなか
で A の気持ちの
表出が増えた時期
【事前に相談したうえで A の好きな活動に変える】
【取り組みやすい活動から A が選択して取り組む】
【作品を作りながら会話することで A の気持ちの表出が増え
る】
【困りごとを表出できない A に表出を促す】
【A が主体となって行う共同作業をする】
【失敗に対して気持ちを切り替える対処を示す】
【看護師との関わりを楽しむ A と一緒に楽しむ】
A の苦手な部分を補い，ストレ
ングスが活かせる環境で発揮され
たさらなるストレングスを確認し
た時期
第
３
期
A が心配ごとや
看護師への関心や
配慮を表出するよ
うになった時期
【看護師への関心や配慮を示す A に嬉しい気持ちを伝える】
【一緒に活動する楽しさを言語化して共有する】
【A の苦手な気持ちや心配の表出を大事に受けとめる】
【新たな活動を提案し，取り組みをサポートする】
【さりげなく他者を助ける A の言動を支持する】
ストレングスを活用してできるこ
とを増やしていく A を支持した
時期
表 2 母親と看護師との関係構築過程
関わりの概要 関わりの内容を表すカテゴリー A を含めた 3者の関係から捉えた母親と看護師の関係性
第
１
期
母親の話を聴き，看護師が
どのように A を捉えてい
るかを伝え，A について
の考えを確かめ合った時期
【A の成長過程や現在の心配などについて話を聴く】
【宿題における困難を共有する】
【宿題におけるストレングスを共有する】
A の支援者と A の母親として向
き合った時期
第
２
期
A との活動内容や看護師
の関わりの意図を共有し，
連携していった時期
【活動内容の変更について相談する】
【作品を見ながら A のストレングスを共有する】
【A への関わりにおける看護師の意図を共有する】
A をともに支援するパートナー
として向き合った時期
第
３
期
活動に参加して A の強み
や看護師の関わりをみても
らい，安心できる関係性を
基盤として母親自身の強み
を伝えていった時期
【活動中の A と看護師の関わりをみてもらう】
【活動に参加して A のストレングスを確認してもら
う】
【活動に参加した母親と打ち解けて話す】
【母親のストレングスを伝える】
A と母親のストレングスを伝え，
母親の安心感と自信を強化した時
期
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1）第 1期（訪問 1～11回目：訪問開始～16カ月目ま
での 16カ月間）
（1）A と看護師との関係性
この時期は，A のペースで宿題をすることを見守
り，会話の機会が少なかった時期である。この時期の
関わりには，【互いに関わり方を模索する】【宿題の合
間に短い会話をする】【自分のやり方で宿題をする A
を見守り，困難の表出を促す】【A のストレングスを
知り，A に伝える】が含まれた。
初対面の場面で A は，母親の隣に正座してはにか
みながら挨拶をした。視線を合わせずに標準語と住む
地域の言葉が混じった丁寧語でぎこちなく話す A に
対して，看護師も試行錯誤の後に，A をじっと見る
ことは少なくして友達同士でも使えるような言葉遣い
で会話するなど，【互いに関わり方を模索し】ていた。
訪問の時間は普段 A が宿題をしていた時間であった
ことから，宿題をしながら関わることにしたが，A
が集中して取り組んでいるために，話しかける機会が
限られた。1ページ終わったところなどで学校生活に
ついて話しかけたが，A は「楽しい」「わからない」
などと答え，【宿題の合間に短い会話をして】いた。
そして，問題がわからなくても看護師の助言は受け入
れずに，【自分のやり方で宿題をする A を見守り，困
難の表出を促し】た（表 3参照）。また，丁寧な字で
漢字の練習をし，自由勉強ノートにはイラストや自作
の 4コマ漫画を上手に描いている A に「いつも丁寧
に書いているね」などと伝え，【A のストレングスを
知り，A に伝える】かかわりをした。
ストレングスに焦点を当てた関係構築という視点か
ら捉えると，この時期は「互いに知り合いながら A
のストレングスを発見した時期」であった。
（2）母親と看護師との関係性
この時期は，母親の気持ちやこれまでの経過をき
き，看護師がどのように A を捉えているかを伝え，
A についての考えを確かめ合った時期である。この
時期の関わりには，【A の成長過程や現在の心配など
について話を聴く】【宿題における困難を共有する】
【宿題におけるストレングスを共有する】が含まれた。
A への理解を深め，母親の気持ちを知った上で A
と関わりたいと考え，最初に【A の成長過程や現在
の心配などについて話を聴い】た。母親は A が勉強
についていけないこと，休み時間を一人で過ごしてい
ること，困りごとを表出できないことを心配してお
り，他者との関わり方を A なりに身に着けてほしい
という希望を語った。活動後に A の様子を伝えると
きには，「4年生の計算って難しいですね。余りが出る
割り算や概数の計算なんかはコツがわかるまでは難し
いですもんね」などと，A のできないことを A が感
じている難しさに共感しながら伝え，母親と【宿題に
おける困難を共有し】た。また「漢字の練習ではとて
も丁寧に書いていると思いました」などと，A の得意
なことやできていることを具体的に伝えて【宿題にお
けるストレングスを共有し】た。母親は笑顔で看護師
の話をきいており，質問や要望はほとんどなかった。
A を含めた 3者の関係性から母親と看護師の関係
性を捉えると，この時期は「A の支援者と A の母親
として向き合った時期」であった。
2）第 2期（訪問 12～17回目：訪問 17～25カ月目の
9カ月間）
（1）A と看護師との関係性
この時期は，A の好きな活動に変え，楽しい時間
を共有するなかで，A が気持ちを表出することが増
えた時期である。この時期の関わりには，【事前に相
表 3 宿題をする A に声かけをした場面のプロセスレコード
A の言動 看護師の思い 看護師の言動
①「今日は間違えたところを直す宿
題」といいながら計算ドリルを開
く。文章問題がほとんど不正解。
②問題の意味を捉えるのが難しいよう
だな。どうやって直すのかな。わか
らないところをきいてくれるといい
んだけど。
③「難しそうだね」と共感を示す。
④反応ない。間違えているところの答
えをみて，正解を写している。
⑤答えを写している。ちょっと助言し
てみようか。視覚的に捉えられると
意味がわかるかな。
⑥「こんなふうにかいてみるとわかり
やすいよね」と紙に図を描く。
⑦看護師が描いた図をちらりと見る
が，また答えを写し続ける。
⑧今までのやり方を急には変えられな
いかな。もっと説明しようかな。で
も求められていないのにこれ以上説
明すると安心できない気持ちになる
かもしれない。一緒に考えたい気持
ちを伝えておこう。
⑨「もしも困っていたら，一緒に考え
ることができるから言ってね」と言
う。
⑩反応はない。
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談したうえで A の好きな活動に変える】【取り組みや
すい活動から A が選択して取り組む】【作品を作りな
がら会話することで A の気持ちの表出が増える】【困
りごとを表出できない A に表出を促す】【A が主体と
なって行う共同作業をする】【失敗に対して気持ちを
切り替える対処を示す】【看護師との関わりを楽しむ
A と一緒に楽しむ】が含まれた。
急な変更が苦手な PDD の特徴に配慮し，【事前に
相談したうえで A の好きな活動に変え】た。そして，
自由度が高すぎることによる心理的負担の軽減や達成
感の獲得に留意して，手軽に描ける色鉛筆とコラージ
ュのための雑誌の切り抜きを準備し，【取り組みやす
い活動から A が選択して取り組む】ことができるよ
うにした。視線を合わせなくても自然に会話できる状
況を作るために看護師も絵を描いた。A は活動に集
中して取り組みながら，「先生の絵からヒントもらっ
た。なんかいい感じ」と気持ちを言葉にしたり，「（休
み時間は）図書館に行ってる」と学校生活について話
したりし，【作品を作りながら会話することで A の気
持ちの表出が増え】た。宿泊を伴う野外学習の数日後
の訪問で，表情が冴えず作品作りが進まないことがあ
った。問いかけには「大丈夫」と答えるだけであった
ので，「一緒に絵を描いたりして楽しいのも好きだけ
ど，A ちゃんが困っていることやしんどい気持ちを
話してくれたら，一緒にどうできるか考えられるの
で，お話ししてね」と【困りごとを表出できない A
に表出を促し】た。また，最後まで別々の作業をする
ことにならないように，出来上がった作品に題名をつ
けることを提案し，【A が主体となって取り組む共同
作業をする】ことを取り入れた。さらに，絵の具がに
じんだり，思うように描けなかったりするときに表情
が硬くなる A に，「それもいいんじゃない。かえって
味があるよ」と伝えたり，看護師自身の失敗に「ま
あ，これもいいかな」と言ったりして【失敗に対して
気持ちを切り替える対処を示し】た。A が看護師に
いたずらをして一緒に笑うような【看護師との関わり
を楽しむ A と一緒に楽しむ】かかわりについて，表
4に示した。
ストレングスに焦点を当てた関係構築という視点か
ら捉えると，この時期は「A の苦手な部分を補い，
ストレングスが活かせる環境で発揮されたさらなるス
トレングスを確認した時期」であった。
（2）母親と看護師との関係性
この時期は，A との活動の内容や看護師の関わり
の意図を共有し，母親の意見もききながら連携してい
った時期である。この時期の関わりには，【活動内容
の変更について相談する】【作品をみながら A のスト
レングスを共有する】【A への関わりにおける看護師
の意図を共有する】が含まれた。
A の好きな絵を描くという【活動内容の変更につ
いて相談】すると，「絵が好きなので喜ぶと思います。
楽しい時間をすごすなかで困っていることや自分の気
持ちを言えるようになってほしい」と母親は述べた。
活動後，A の作品を 3人で見て，活動中のエピソー
ドや A の工夫を看護師から母親に伝えると，母親は
「A ちゃん，すごい。上手に描いたね」と笑顔で A に
言い，【作品を見ながら A のストレングスを共有】し
た。また，訪問後に母親に電話をして，【A への関わ
りにおける看護師の意図を共有】した。例えば，A
が自分の強みを知り自信をもてるように言葉にして
A に伝えていると話すと，母親は「いいですね。私
も言葉にするようにします」と述べた。
A を含めた 3者の関係性から母親と看護師の関係
性を捉えると，この時期は「A をともに支援するパ
表 4 コラージュの途中で A から看護師に話しかけてきた場面のプロセスレコード
A の言動 看護師の思い 看護師の言動
①コラージュに取り組む最中に，「あ
れ？かき氷は？」「カップに入った
黄色いかき氷だよ」と少し笑って言
う。
②あ，さっき二人でみていたかき氷の
写真の切り抜きのことか。どこかに
あるはずだけど。
③スケッチブックから顔をあげ，「あ
れ？あったのにね。どこだろう」と
いいながら，机の上を探し続ける。
④しばらく看護師をみていた後，「私
のモデルさんが持っているかも」と
言う。
⑤ん，どういうこと？ ⑥A の顔を見る。
⑦笑って，机の上に視線を落とす。 ⑧あ，モデルって A ちゃんが描いて
いるこのうさぎのぬいぐるみのこ
と？
⑨A の視線の先のぬいぐるみの手に，
かき氷の写真の切り抜きを発見す
る。「えー，いつの間に！」と驚い
て言う。
⑩くすくす笑っている。 ⑪こんなことをするなんてびっくり。
うれしい。
⑫一緒に笑う。
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ートナーとして向き合った時期」であった。
3）第 3期（訪問 18～24回目：訪問 26～33カ月目の
8カ月間）
（1）A と看護師との関係性
この時期は，A が心配ごとなどを表出したり，他
者への配慮を行動で示したりするようになった時期で
ある。この時期に関わりには，【看護師への関心や配
慮を示す A に嬉しい気持ちを伝える】【一緒に活動す
る楽しさを言語化して共有する】【A の苦手な気持ち
や心配の表出を大事に受けとめる】【新たな活動を提
案し，取り組みをサポートする】【さりげなく他者を
助ける A の言動を支持する】が含まれた。
活動しながら，「お正月はどうしてますか？」「（お
店の）パンフレットがあるから後でみせるね」と言う
A に，看護師は笑顔でこたえたり，「気にかけてくれ
てうれしい」と伝えたりして【看護師への関心や配慮
を示す A に嬉しい気持ちを伝え】た。そして，「さく
らんぼって何色かな？」「折り紙を雪みたいに切って
貼ればいいんじゃない」と会話しながら進める A に，
「一人で描くのもいいけど，こうやって一緒にやって
ると楽しいし，いいのができるね」と話し，【一緒に
活動する楽しさを言語化して共有】した。また，「マ
ラソンは苦手」「中学で部活に入ったら，知ってる先
輩いるかな。それが心配」などと話す A に，「そうい
う気持ちになるよね」などと共感しながら，【A の苦
手な気持ちや心配の表出を大事に受けとめ】た。色鉛
筆画やコラージュに慣れてきたので，水彩画やクルミ
ボタンのヘアゴム制作など，難易度の高すぎない【新
たな活動を提案し，取り組みをサポート】した。A
は新しい活動に積極的に取り組み，最初は時間がかか
るが，回数を重ねると上達していった。母親がクルミ
ボタン作りに参加した時に作り方を教えたり，看護師
の失敗に対して前向きな声掛けをしたりする A に，
感謝や評価を伝え，【さりげなく他者を助ける A の言
動を支持】した（表 5参照）。
ストレングスに焦点を当てた関係構築という視点か
ら捉えると，この時期は「ストレングスを活用してで
きることを増やしていく A を支持した時期」であっ
た。
（2）母親と看護師の関係性
この時期は，活動に母親も参加してもらい，A の
強みや看護師の関わりの実際をみてもらって，母親と
打ち解け，安心できる関係性を基盤として母親自身の
強みを伝えていく関わりをした。この時期の関わりに
は，【活動中の A と看護師の関わりをみてもらう】
【活動に参加して A のストレングスを確認してもら
う】【活動に参加した母親と打ち解けて話す】【母親の
ストレングスを伝える】が含まれた。
母親には活動の様子を毎回伝えていたが，「具体的
な様子はわからない」と述べられたため，活動に参加
してもらい，【活動中の A と看護師の関わりをみても
らう】機会をもった。母親に，A が器用にクルミボ
タンを作る様子をみたり，A から作り方を教えても
らうことを通して，【活動に参加して A のストレング
スを確認してもら】った。また，普段は看護師と母親
でゆっくり話す機会は持てていなかったが，活動しな
がら母親と看護師が自分の小学生の頃のことを話すな
ど，【活動に参加した母親と打ち解けて話し】た。さ
らにこの時期は，日頃の生活で母親が頑張っているこ
となど，看護師が気づいた【母親のストレングスを伝
え】て，母親が自分のストレングスを再確認し，自信
を持つことを支えた。
A を含めた 3者の関係性から母親と看護師の関係
性をとらえると，この時期は「A と母親のストレン
グスを伝え，母親の安心感と自信を強化した時期」で
あった。
Ⅴ．考 察
1．ストレングスに焦点を当てた関わりという視点か
らみた A との関係構築過程
A と看護師との関係は，「互いに知り合いながら A
表 5 看護師の絵について A が前向きな言葉をかけた場面のプロセスレコード
A の言動 看護師の思い 看護師の言動
①桜の花の絵を描いている。看護師の
桜の絵を見て「わあ，いいなあ。花
が水に浮いてるみたい」と言う。
②関心を持ってくれてうれしい。でも
ちょっと，桜が変な形になってしま
っているな。
③自分の絵を見て，「うん，浮いてい
るみたい。でも，花の形が変になっ
てしまって桜って感じじゃないかな
あ」と言う。
④看護師の絵を見ながら「桜じゃなく
てもすてきな花でいいんじゃない」
とにっこり言う。
⑤わあ，そんなこと言ってくれるん
だ。こんなの初めてだなあ。
⑥「ほんまやね，桜じゃなくてもいっ
か」と A をみて笑う。
⑦看護師をみて笑う
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のストレングスを発見した時期」から，「A の苦手な
部分を補い，ストレングスが活かせる環境で発揮され
たさらなるストレングスを確認した時期」を経て，
「ストレングスを活用してできることを増やしていく
A を支持した時期」に移行した過程であった。
「互いに知り合いながら A のストレングスを発見し
た時期」においては，一度にたくさんの情報を処理す
ることやいつものやり方を変更することが苦手な
PDD の特徴を考えると，宿題の時間に看護師が同席
することや宿題の合間に会話することは難しかったと
考えられる。この時期に，できないことを改善する関
わりを控えて見守り，A のストレングスに注目した
ことが次の時期の関わりに繋がったと考える。苦手な
活動をするというようなストレングスが発揮されにく
い環境ではできないことが目立ちがちであるが，スト
レングスを見つけるという意識を持って関わることが
重要である。
「A の苦手な部分を補い，ストレングスが活かせる
環境で発揮されたさらなるストレングスを確認した時
期」においては，会話しながらできる A の好きな活
動を準備し，視線を合わせずに会話する工夫をしたこ
とで，A の持てる力を発揮しやすい環境となったと
考えられる。このように，対象の個性に合わせてスト
レングスが活かせる環境を整えることが重要である。
また，共同作業の取り入れや看護師の気持ちの言語
化，失敗への柔軟な対処の提示によって，相手の意図
や場の雰囲気を察知しにくく柔軟性が少ないという
PDD の特徴と関連した困難を補うことも，ストレン
グスを発揮するために重要であったと考える。
「ストレングスを活用してできることを増やしてい
く A を支持した時期」においては，他者との関わり
における振る舞い方の提示，気持ちを言語化する方法
の提示，A の言動が相手にもたらす影響の言語化，
苦手な気持ちや心配を表出することへの支持など，そ
れまでの関わりにおいて実施してきたことと，A 自
身の 33カ月間の成長によって，A のもともと持って
いた他者への関心や配慮を行動化することを可能にし
たのではないかと考える。PDD 児にとって小学校高
学年は，勉強面での難易度が急上昇し，いじめが深刻
化する年代であり17），二次障害のリスクが高まる18）と
いう厳しい時期であるが，同時にコミュニケーション
能力が飛躍的に向上し，対人関係において成長する時
期でもある1）。障害の特徴による弱み部分を補い，ス
トレングスの発揮を支持することで，関係構築過程の
なかで PDD 児の他者と関わる力が伸びていくことが
示され，改めて学齢期という成長の時期に，PDD の
専門的知識を持つ看護師が生活の場で支援を行うこと
の重要性が示唆された。
社会性の障害，コミュニケーションの障害，想像力
の障害という PDD の 3つの特徴は他者との関係構築
に直接的に影響するものであり，関係構築における弱
みを持っていると言える。しかし，他者への関心や配
慮，笑顔や勇気などの A のストレングスもまた関係
構築に関わるものであった。Deegan はストレングス
モデルの序において「弱い部分の中に，ストレングス
はある」と述べている19）。PDD による弱みの中にあ
るストレングスを見つけ，活かしていくことが関係構
築において重要になると考える。
2．A を含めた 3者の関係性から捉えた母親と看護師
の関係構築過程
母親と看護師の関係性は，「A の支援者と A の母親
として向き合った時期」から始まり，「A をともに支
援するパートナーとして向き合った時期」を経て，
「A と母親のストレングスを伝え，母親の安心感と自
信を強化した時期」へと移行していた。
関わりの最初は，母親自身の相談よりも A を中心
に考えている母親の関心にこたえるように看護師が
A の様子を伝えていたことから，A の支援者と A の
母親という関係性となっていたと考えらえる。そし
て，A のストレングス及びストレングスに焦点をあ
ててかかわるという看護師の意図の共有により，母親
の A のとらえ方や関わり方にそれらが活かされ，A
をともに支援するパートナーという関係性に変わって
いったと考えられる。こうした母親のニーズに合わせ
た関わりの時期を経て，母親の安心感と自信を強化す
るという母親を支援する関係性へと変わっていった。
このような母親と看護師との関係性の変化は，A と
看護師との関係性の変化に伴って起こっていた。A
と看護師が打ち解けて楽しく過ごせるようになること
は，母親の看護師への安心感につながっていたと考え
られる。また同時に，看護師と母親が打ち解けて話す
様子は，子どもの看護師への安心感を増していったと
考えられる。このように，PDD 児と看護師との関係
構築と，母親と看護師との関係構築は相互に影響し合
いながら発展していくため，PDD 児と母親それぞれ
のニーズを見極めながら，また相互の影響について考
えながら，両者との関係を構築していくことが，重要
である。
今回は，幼児期に熱心に療育に取り組み，障害への
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知識ももつ母親であり，母親自身の困りごとや不安を
看護師に相談することはほとんどなかった。しかし，
障害告知後に長期的に続く慢性的悲哀や子育ての困
難，学校への遠慮と不満など，学齢期の PDD 児の母
親は様々な困難によって心理的負担を感じている10）こ
ともあるため，関わりの早期から母親の困りごとや不
安に焦点を当ててかかわる可能性も含め，母親の状態
に合わせて関わる必要がある。
Ⅵ．結 論
33ヶ月の家庭訪問による関わりを通して，A と看
護師との関係性は，「互いに知り合いながら A のスト
レングスを発見した時期」から，「A の苦手な部分を
補い，ストレングスが活かせる環境で発揮されたさら
なるストレングスを確認した時期」を経て，「ストレ
ングスを活用してできることを増やしていく A を支
持した時期」に移行した過程として示された。母親と
看護師の関係性は，「A の支援者と A の母親として向
き合った時期」から始まり，「A をともに支援するパ
ートナーとして向き合った時期」を経て，「子どもと
母親のストレングスを伝え，母親の自信と安心感を強
化した時期」へと移行していた。
Ⅶ．研究の限界
1組の事例から得られた結果を一般化するには限界
がある。例えば，本研究の A は自分の気持ちを言語
化する力をもっていたが，障害の程度によっては難し
い場合もある。しかしながら，ストレングスという視
点に基づいて学齢期の PDD 児およびその母親との関
係構築過程の実際から帰納的に分析して得られた結果
は，類似する条件および文脈にある対象との関係構築
において活用できる転用可能性があると考えられる。
今後は，事例を増やして関係構築過程の共通点と相違
点を検討していくことが必要である。
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